連盟ニュースＮｏ．１７

特定非営利活動法人尼崎市身体障害者連盟福祉協会

第４回定期大会のお知らせ

　会員のみなさまにはお元気のことと存じます。

　連盟が法人化を果たしてから４年目を迎えようとしています。この間、民主党の衆院選勝利に伴う政権交代劇が起こって以来、障害者福祉は大きな岐路に立たされています。

　見せかけだけの自立を目指そうとした自立支援法の早期見直しを国が明言し、各地で起こっていた自立支援法違憲訴訟も和解締結しました。一方、政府内では障害者当事者を中心とした障がい者制度改革推進本部が創設され、中身の濃い議論が繰り返されています。会合も完全公開され、どのような議論が出ているのかを確認することができるという、これまでの政策決定の仕組みからは考えられないやり方です。

　尼崎では連盟を中心とした障害者関係団体の集まり（通称１１団体連絡会）が市議会などに陳情などを行ってきましたが、国のほうにも要望を出した結果、この障がい者制度推進会議に代表が招聘されて意見陳述を行う機会が与えられました。障害の違いや団体間の壁を越えて集結して活動を繰り返した結果、この快挙を果たせたものだと考えています。

　最近になってやっと中核市になったばかりの都市の障害者団体の代表が呼ばれるとは誰が予想したことでしょうか。私たちの取り組みが正しかったことに加え、求めてきたことの正当性が認められたものです。

　今後も尼崎市の一員として、障害者の福祉をよくしていくために私たちは力を合わせなければなりません。 そのために下の通り定期大会を行います。みなさまお誘いあわせてご参加ください。 

　日時  平成２２年６月６日（日）午後１時開会

　場所  尼崎市教育・障害福祉センター４階視聴覚室

　内容  活動報告等

　学習会 「尼崎市の防災体制」

尼崎市財政危機の責任を福祉予買削置につなげないで！ 

　尼崎市障害者関連団体連絡会は、３月に市内ターミナル６カ所で上のタイトルでチラシを２０００枚、共同で配布活動を行いました。この活動は尼崎市が財政難を理由に福祉を始め、いろいろなところで予算カットを断行しようという動きに対して行われたものです。今でも不十分な予算なのにこれ以上のカットが行われてはたまりません。しかし、どうして赤宇財政になったのかについて連絡会主催で学習会を行いましたが、十分な説明が行われていないままになっています。今後も説明責任を求めていきながら十分な予算確保を行うよう要請をしていきます。

　以下、チラシの要旨です。

　尼崎市は昨年１１月、「あまがさき行財政構造改革プラン（素案）」を発表しました。平成２２年度以降１００億円を超える赤宇財政となるので、第一に「市単独事業の休廃止」が提案され、平成２２年度の予算案では、老人市バスの無料化廃止、老人福祉施策（敬老事業など）の見直し、公民館などの使用料２割アップが提案されました。障害者福祉についても、国や県が不十分な補助のため、尼崎市が単独で補助してきた小規模作業所の家賃補助などの予算削減が検討されたようです。

　尼崎市は「経済不況の影響で市税が落ち込み、生活保護費や老人福祉費の増加により財政が硬直化している」といつも説明してきました。しかしていねいに数宇を見ていますと、１８０～２００億円にのぼる公債費支出（借金の利子と元本返却）が赤宇を生み出している大きな原因とみえます。

　現在、尼崎市の市債などの借金総額は２４００億円にのぼるそうですが、その内訳をお聞きするのですが、市民にすぐに説明できるような整理ができていないようです。そうしたくわしい説明もなしに２００億の公債費支出をうのみにして、市民生活を直撃する福祉削減を受け入れなければならないのでしょうか。２４００億円の借金の中身をていねいに説明し、市民・議会・行政がともに考える時期に来ています。はじめに福祉削減ありきは間違っているのではないでしょうか。 

「内閣府障がい者制度改軍推進会請」で提言してきました

　尼崎市内障害者関連団体連絡会・連絡担当　広瀬徹

　わたしたちは、ここ４年ほど、障害者や障害者の家族から１割の負担を強いる「障害者自立支援法」の施行に対して苦しい運動を続けてきました。昨年９月、政権交代の後、長妻厚労相の「障害者自立支援法を廃止し、それに代わる新法を制定する」との新聞発表をうれしく聞きました。

　そのことに勇気付けられ、それまでみんなで何度も話し合ってきたことを「障害者自立支援法に代わる新しい法律に盛り込んでいただきたい項目について（提言）－３年半の尼崎の障害者運動から－」として７項目に取りまとめ、尼崎選出の田中康夫議員はじめ近しい方々を通して、内閣・厚労省に届けていましたが、もうひとつ届いたという実感がなく、あせっておりました。

　今年１月より「内閣府障がい者制度改革推進会議」が始まりましたので、全員の委員の皆さんにわたしたちの提言書を送っておりました。３ほどの委員からすぐに反応がありまして、励まされていたところでした。委員２５人のうち１３人が障害者当事者・家族ですので伝わり易いのでしょう。

　４／９に推進会議担当室の政策企画調査官から電話がありまして、「４／１９に全国１２団体からのヒアリングが行われるが貴団体も出席してもらえないか」との依頼がありました。みんなと相談の結果、連絡担当の広瀬が参加させてもらうことになりました。１団体１０分の意見表明、５分の質問時間だそうです。時間は短いですが１２団体で３時間ですから、やむを得ません。提言書の文章そのものが配布できますので、そのまま全国にも流れますし、尼崎の私たちの取り組みと願いが広く伝わることとなり、元気づいて、急ぎ打ち合わせをしました。

　地方自治体の苦しい財政状況で、どのように苦聞しているのが、その実情をいろいろなアンケートやみんなの生活データを上げて、「移動支援の負担軽減」「本人の所得だけ」「小規模作業所の新法への位置づけ」「ケアホーム」「年金増額」「労働現場の改善」などを提言することとなりました。

　４／１９初めて国会議事堂前の霞ヶ関へ行ってきました。会場や進行は内閣府でこれまで公開されている会議の動画の通りのイメージでした。前日に話すとおりの原稿を書いて、削れるだけ削って３回練習して１０分以内におさまる！と出かけたのですが、実際には１３分かかってしまいました。１５分が持ち時間でしたので、質問はお一人だけでＤＰＩ日本会議の尾上さんが「支援法でどんな負担が出たのか。」「国１／２、県１／４、市１／４の負担と地方に権限を渡していく地方分権はどう考えるか」と水を向けてくれました。「選挙に行くにも介護負担料が必要、一泊旅行の参加者が半減した」ことなどを言いました。「障害者福祉は国の責任でやる施策であり、新法にぜひ盛り込んでいただきたい。」と強調しました。

　休憩になったとき、委員の清原慶子三鷹市長がすぐ来られて「地方自治体の苦労をよく話していただきました。市民と当事者とが力を合わせなければすすみませんからね。」と元気よく言ってくれました。

　そのヒアリングの様子は、下記のホームページに掲載されています。

　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ８．ｃａｏ ｇｏ．ｊｐ／ｓｈｏｕｇａｉ／ｓｕｉｓｈｉｎ／

　第８回ヒアリングの「資料等」を開いて、２番目の「尼崎市内障害者関連団体連絡会議」の６ページの提言書を先にプリントして見てもらいながら、「動画配信」を見ていただくと、わかりやすいと思います。始まってから２６分のところから４２分のところが私たちの発表です。「障がい者制度改革推進会議」でも検索できます。 

　障がい者制度改革推進本部では、４月より総合福祉部会が発足し、６月めどに緊急対策を整理することになっています。早ければ来年度予算に反映されます。一刻も早く私たちの願いが叶うよう、声を上げていく必要があります。みなさまのご協力をお願いします。 

合理的配慮に「異論なし」　労政書障害分科会が中問報告

（福祉新聞４月１２日付けより）

　労働政策審議会障害者雇用分科会（会長＝今野浩一郎・学習院大教授）の第４４回会合が３月３０日に厚生労働省で開かれ、労働・雇用分野における障害者権利条約への対応のあり方について中間的な取りまとめを行った。また、障害者雇用的付金制度に基づく助成金の対象に、短時間労働者を加えることについての諮問を了承した。

　中間取りまとめでは、①基本的枠組み②障害を理由とする差別の禁止③職場における合理的配慮④権利保護 （紛争解決手続き）のあり方－について、これまでの議論を整理した。

　基本的枠組みでは、障害を理由とする差別の禁止や合理的配慮の提供の実効性を担保するための仕組みを国内法制に位置付けること、障害者雇用率制度を存続することに「異論はなかった」とした。また、差別禁止の対象となる障害者の範囲を障害者雇用促進法第２条に規定する障害者とし、発達障害者もこの範囲に入れるとした。

　差別の禁止については、募集・採用の機会、賃金その他の労働条件、昇進・配置その他の処遇、教育訓練、雇用の継続・終了など雇用にかかるすべての事項を禁止対象とするとした。

　合理的配慮では、その提供を事業主に義務付けることに「異論はなかった」とした上で、内容については「多様かつ個別性が高いものがある」とし、法律で合理的配慮の概念を定め、配慮の視点を類型化しつつ、指針として定めることが適当とした。

　また、合理的配慮が適切に提供されるよう相談体制を含めた仕組みを検討するとともに、事業者に過度の負担となる場合には、提供義務を負わないようにするなどとした。

　権利保護のあり方では、できる限り自主的に問題が解決されることが前提とした上で、解決できない場合に外部の第三者機関による解決が図られるべきとした。また、紛争解決の仕組みは、既に存在する紛争調整委員会を活用することが適当だとした。

－ 解説一

　障害者の権利条約に沿った形での法改正の方針が明らかになったのはこれがはじめてだと思います。生活の基盤を作る労働分野で差別禁止が明確になれば、障害者の雇用が進むことになるでしょう。また、聴覚障害者の労働現場における手話通訳者の配置等、ワークアシスタントの制度もいっそう進むことが期待されます。ただ、最近は景気低迷による失業が増えている中でもあります。健常者でも就労が出来ないのに、障害者がなんの条件もなく、就労できるわけではありません。パソコンなど得意分野をしっかりと持ち、アピールできる条件を満たすことが必要になってきます。（文責  寺岡） 

脳にカメラ画像　視力戻る

　目が見えない人の脳に、小型カメラで撮影した画像を送り、視力を回復させることに大阪大学の不二門尚（ ふじかどたかし）教授（感覚機能形成学）の研究グループが国内で初めて成功した。動く物の位置がわかるようになったという。効果と安全性を確かめ、３年以内にはつえなしで歩ける装置を作りたいという。（坪谷英紀、瀬川茂子）

　網膜代わり眼球に電極  阪大国内初の成功

　研究に参加したのは、網膜色素変性症の女性（７２）。１５年ほど前から網膜が揖傷し始め、最近は明るさがぼんやりとしかわからないほどまで視力が低下した。

　研究グループは、女性の左眼球の裏側に７ミリ四方の電極チップを手術で埋め込んだ。外の世界の様子を額につけた小型カメラで撮影。画像処理装置を通してから、耳の後ろに埋め込んだ電力・画像データ受信装置に電波で画像を送り、電極が視神経を電気刺激して脳に伝える仕組みだ。

　４月２７日に行われた試験では、黒い幕の前に置かれた白いはし箱を研究者が動かすと、女性はその位置を手で追うことができた。女性は「はし箱が豆粒のような白い光として見えた。はし箱を動かすとその光がどこに動いたかわかった。いつか、家族の顔を再び見たい」と話している。

　現在の電極で、パソコンの画面いっばいに映されたアルファベットが区別できるまでの視力が期待できるという。

　安全性と効果を見るため、年内に網膜色素変性症の患者５人に臨床研究をする予定。今後、電極を増やし、より画像を鮮明にできるか確かめる。不二門教授は「カメラや電源を小型化して持ち運べるようにし、つえなしで歩けるまでにしたい。長期的な安全性も確かめる」と話している。

　網膜の異常で失明した人の根本治療は今のところない。米国やドイツでも網膜に直接電極を接触させ画像を送る研究が進むが、今回の方法は網膜を包む膜に電極を埋めるので安全性が高いという。

　今回の方法で視力を回復できる可能性があるのは、網膜色素変性症や加齢黄斑変性症といった、網膜の異常で失明した人。全国で１８万８千人いる失明者のうち、約２割にあたる。視神経、脳の異常で失明した人には効果が期待できない。

（朝日新聞平成２２年５月１日朝刊より） 

－感想－

聴覚障害者で言う、人工内耳に似たようなものだと思うが、この手の機械の開発はいろんな制限を併せ持つことが多い。人工内耳の場合はダイビングができなくなるなど。自分の生き方を決められる大人がこの装置の埋め込みを望むのであれば異論はないが、障害をとやかく否定したがる子供の親の反応が怖い。これよりは視神経の再生に取り組んでいる研究を個人的には支持したいとは思うが・・・。（Ｔ） 

身障会館の管理人が変わりました

　身障会館委託の２０１０年度予算内容が、機械警備導入によって管理人宿直を廃止し、４時間の時間給雇用者３人による管理体制へとかわりました。そのために１６年もの間、欠勤もなく、会館をきれいにきちんと守ってくださった松永管理人さんへ感謝を申し上げながら、交替をしていただくこととなりました。会報によって連盟の会員の皆さん、及び関係機関の皆さんに募集要項をお配りしました。

　採用にあたっては障害者を雇用する方針で募集を行い、結果８名の応募があり、面接を経て３人の採用が決まりました。４月１日より勤務していますが、勤務にあたっては合理的な配慮を出来る限り実践することとし、スロープの新設等を行いました。また、機械警備も導入しています。

　３人ともまだ慣れていないので、利用者の皆さんにはご迷惑をおかけすることがあると思いますが、同じ障害者同士助け合いの精神でお互いが気持ちよく過ごせるようご協力をお願いします。

以下、新しい管理人の抱負です。

　はじめまして、この４月より身障会館に勤務いたします「ＸＥＮＬＯＮ」と申します。よろしくお願いします。

　今まで１８年間勤めていた会社を退職しました。いわゆる、人員削減（リストラ）です。会社は一般企業でしたので全然障害者と接する機会がありませんでした。

これからは、福祉の点で、接する機会が多くあると思いますので、元気ある会館運営を目指していきたいと思います。

　以前から、ＮＰ０法人に興味持っていますので機会があれば、接していきたいと思います。この度は採用していただき、誠に有難うございました。

　精進していきますので、何卒よろしくお願い致します。

　私は数年前に統合失調症になり、絶望していましたが大学病院に１年間入院させてもらい、健康な身体を取り戻してすごく自分は幸福だと思いました。ここ数年の間に様々な事があり、精神疾患を患っている事も手伝って、非常に苦しい思いもしてきました。

　最近になってようやく「健康的」な考え、生き方をすることができてとても調子が良いので今回採用されて、私のモチベーションはますます高まりました。

　身体障害者や精神障害者達が希望や夢、楽しみを持って生活していくことのお手伝いをしていければと思いますし、私自身も精神障害者雇用の礎となり、精神障害者が「自分にだってできるんだ」と自信を持ちそして「働く」という目標を自発的に持つようになればこれは願ってもないことです。

　日本は素晴らしい国なので、どんな病気の人も前向きに生きていくべきです。

　福祉を更に充実させ、 全員が住みやすい国作りをしていかねばならないので何らかの形でそれに貢献したいです。

　４月１日付で当会館の管理人の仕事をさせていただく事になりました。簡単な自己紹介をさせていただきます。よろしくお願いいたします。

　年齢　不詳

　短所　人見知りが激しい事

　長所　慣れたら誰とでも仲良くなれること

　血液型　０型

　好きな食べ物　コロッケ・ハンバーグその他

　嫌いな食べ物　大根煮・塩サバ・塩鮭その他

　怖い物　虫・ゴキブリ・雷

　趣味は音楽鑑賞・読書（サスペンスもの）で特に山村美沙さんの推理小説が好きです。こんな私ですが仕事を一生懸命頑張りますので、よろしくおねがいいたします。仲良くしてくださいね。 

